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（スライド１）
 オリンパスの⽵内です。

 ご多忙の中、オリンパス株式会社「2017年3⽉期第1四半期決算（発表）説明会」に
お集まりいただき誠に有難うございます。

 それでは早速、決算概況についてご説明申し上げます。
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（スライド２）
 スライドの２ページをご覧ください。

 この第1四半期の実績は、円⾼の進⾏など、想定以上の外部環境変化を受け、前
年同期⽐で⼤幅な減収減益となりました。

 当社は、これまでにもシングルユースデバイスなどで、海外⽣産⽐率を⾼めてきていま
すが、依然為替変動の影響を受けやすい事業経営体質で、中期計画初年度とし
て、改めて為替対応の重要性を認識しております。

 ただし、主⼒の医療事業については、為替の影響を除いた現地通貨ベースで増収
増益基調を継続しており、事業そのものは堅調に推移しております。

 通期業績⾒通しにつきましては、まず、直近の為替動向を背景とし、⾒通しの為替
前提を円⾼⽅向に⾒直しました。さらに、熊本地震による映像事業への影響等を
織り込み、数値を修正しております。

 医療事業については、為替を⾒直した影響は受けるものの、需要は引き続き底堅く
、実態としては期初⾒通しを据え置いております。
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（スライド３）
 それでは第1四半期の連結業績と事業概況について、詳しくご説明申し上げます。
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（スライド４）
 スライドの４ページをご覧ください。

 こちらは第1四半期の連結実績です。

 売上⾼は前年同期⽐10%減の1,684億円、営業利益は37%減の108億円、経常利
益は50％減の83億円、当期純利益は49％減の85億円となりました。

 USドルで13円、ユーロで12円といずれも⼤幅な円⾼となったことが、この第1四半期の業
績に⼤きく影響しています。

 次のスライドで、営業利益の増減について補⾜させて頂きます。
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（スライド５）
 スライドの５ページをご覧ください。

 こちらは営業利益の増減をセグメント別に⾒たものです。

 連結全体で64億円の減益となっておりますが、そのうち約6割が円⾼の影響によるものです
。

 セグメントでは、医療事業は実質的に増益を確保しているものの、科学事業と映像事業が
減益という結果でした。

 事業別の状況について、次のスライドから詳しくご説明します。
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（スライド６）
 スライドの６ページをご覧ください。

 まず始めは主⼒の医療事業です。
 第1四半期の実績は、売上⾼は前年同期⽐7％減の1,300億円、営業利益は10％減

の224億円、営業利益率は1ポイント減の17％となりました。
 円⾼の影響を受けたことにより、減収減益となりましたが、為替の影響を除く現地通貨ベー

スでは、内視鏡、外科、処置具の各分野で増収、営業利益も増益基調をキープしていま
す。

 内視鏡分野では、⽇本では、拡⼤内視鏡の販売増、欧州ではエクセラⅢの販売が堅調に
推移したことなどにより、現地通貨ベースで3％増収となりました。

 外科分野は、サンダービートなどエネルギーデバイスの販売が好調に推移し、現地通貨ベー
スで1％の増収を確保しています。

 処置具分野は、欧⽶を中⼼に販売体制を強化してきた効果が継続していることに加え、
ESDで使⽤されるITナイフや⽌⾎⽤クリップなど、競争⼒のある製品群の販売が好調に推
移し、現地通貨ベースで7％の増収となりました。

 このように実態ベースでは増収増益基調を継続しておりますが、⼀⽅でこれは期初の想定
に対しては、若⼲の進捗未達という結果です。

 次のスライドでこの点を補⾜致します。
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（スライド７）
 スライドの７ページをご覧ください。

 こちらは医療事業の地域別成⻑率をクォーターごとに表にしたものです。

 第1四半期で厳しい結果となったのは北⽶のマイナス4％という実績です。
 また、⽇本はプラス3％増収、欧州でプラス5％増収となりました。
 特に、エネルギーデバイスのサンダービートが⽇欧両地域で好調だったほか、処置具分野で

は、⽇本で膵胆領域、ＥＳＤ関連製品、欧州では⽌⾎分野のQuick Clip Proなど、い
ずれもシングルユースデバイスが好調な販売となり、想定に沿った進捗となりました。

 加えて、アジア・オセアニアは消化器内視鏡、外科内視鏡が好調な中国を中⼼にプラス23
％増収と想定を上回る滑り出しとなりました。

 なお、北⽶のマイナス成⻑ですが、消化器内視鏡、外科内視鏡などのキャピタル製品の商
談が、若⼲⻑期化している影響で、販売が第2四半期以降にずれ込んでいることが背景
にございます。

 通期の⾒込みについては、後ほど年間⾒通しの説明の中でふれさせていただきます。
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（スライド８）
 スライドの８ページをご覧ください。

 科学事業です。
 第1四半期の売上⾼は前年同期⽐19％減の184億円、営業損益は22億円悪化し、

14億円の損失となり、⼤変厳しい結果となりました。

 ⼤幅な減収減益となった背景ですが、
 研究予算の抑制や資源関連投資の低迷、円⾼の影響など、想定を上回る外部環境変

化の要因に加えて、
 業務システム移⾏に伴う出荷の遅れ、⼀部製品の品質問題による販売の遅れといった社

内の要因が影響しています。

 なお、今後につきましては、業務システム移⾏や新製品販売遅れといったマイナス要因は
既に解消しており、 16CSP（中期経営計画）で策定した顧客群別戦略に沿って、新
規顧客の開拓や営業効率の向上を着実に進めることで売上を拡⼤し、収益の改善を図
る⾒込みです。
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（スライド９）
 スライドの９ページをご覧ください。

 映像事業です。
 第1四半期の売上⾼は前年同期⽐26％減の160億円、営業損益は13億円悪化し２

億円の損失となりました。

 前年同期は第1四半期にミラーレスの新製品効果があった⼀⽅で、今年度は新製品投⼊
が秋のフォトキナ以降で予定されていること、

 加えて、熊本地震の影響で、この第1四半期にミラーレス市場が、⼀時的に低迷したことな
どが影響しています。

 なお、減収減益ではありますが、収益性が⾼い交換レンズの売上等は堅調に推移しており
、期初の⾒通しとの⽐較では、ほぼ想定に沿った⽔準でした。
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（スライド10）
 スライドの10ページをご覧ください。

 バランスシートの状況です。

 まず、在庫の状況です。
 デジタルカメラの在庫は、現⾏製品の販売が進んだこと等により、2016年3⽉末から12億

円減少し、132億円となりました。
 在庫回転⽉数も約2.7ヵ⽉となっており、適正な⽔準を維持しております。

 ⾃⼰資本⽐率は2016年3⽉末⽐で1.3ポイント減少の36.9％となりました。当期純利
益を約85億円計上したものの、円⾼の影響により為替換算調整勘定が約380億円悪化
したことが主な要因です。
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（スライド11）
 スライドの11ページをご覧ください。

 キャッシュフローの状況です。

 医療事業を中⼼に営業活動からキャッシュフローが創出されており、営業キャッシュフローは
265億円となりました。

 投資キャシュフローは、主⼒の医療事業や本社の開発拠点の設備投資等で、123億円
⽀出したことにより、129億円のマイナスとなりました。

 以上によりフリーキャッシュフローは、136億円のプラスとなりました。
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（スライド12）
 それでは、通期業績⾒通しについてご説明申し上げます。
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（スライド13）
 スライドの13ページをご覧ください。

 まずは、第1四半期以降の事業環境です。
 期初の時点から変化しております。

 Brexitによる、⼀段の円⾼進⾏に加え、資源安の⻑期化や熊本地震など、これ
らが当社事業に与える影響は避けられないと想定しています。

 ⼀⽅で、主⼒の医療事業については、⾜元での円⾼による業績影響はございま
すが、中⻑期的な需要動向に⼤きな変化はないと⾒ています。
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（スライド14）
 スライドの14ページをご覧ください。

 こうした事業環境を踏まえ、2017年3⽉期の通期業績⾒通しを修正しま
した。

 前提となる為替レートは第2四半期以降を1ドル105円、1ユーロ115円と
し、年間では1ドル106円、1ユーロ117円と、円⾼⽅向に変更しており
ます。

 売上⾼は前期⽐4％減の7,750億円、営業利益は前期⽐26％減の770億円
、経常利益も前期⽐26％減の670億円となる⾒通しです。

 当期純利益については有利⼦負債削減等による営業外損益の改善効果も
あり、過去最⾼の前期に次ぐ⾼⽔準の570億円を確保できる⾒通しです
。

 尚、配当につきましては、期初の配当予想を据え置き、2017年3⽉期、
期末配当として、引き続き28円を予定しております。



（スライド15）
 スライドの15ページをご覧ください。

 営業利益の増減について補⾜させていただきます。

 期初の⾒通しから130億円修正しました。このうち約80億円は為替前提変更の
影響によるものです。

 そのほか事業別では、映像事業の熊本地震による影響を約40億円、科学事業の
状況を受け約10億円、修正しております。

 ⼀⽅、医療事業については引き続き需要・引き合いは厚く、為替影響を除いた
現地通貨ベースでは期初の⾒通しを達成できる⾒込みです。
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（スライド16）
 スライドの16ページをご覧ください。
 医療事業の通期⾒通しについてもう少し詳しくご説明します。

 国内・欧州市場は第2四半期以降も好調なシングルユースデバイスの拡販や消化器
内視鏡の更新を進めていきます。

 アジア・オセアニアについては、新興国経済の不透明さはあるものの、引き合い
は⼗分にあり、引き続き期初の⽬標を達成できると⾒ております。

 北⽶については、主⼒の消化器内視鏡と外科内視鏡でキャピタル製品の商談に⻑
期化の傾向が⾒られ、第1四半期はマイナス成⻑となりました。

 いずれの製品も、商談が⻑期化していること等が主な要因です。

 通期業績については、年間ベースでの引き合いは⼗分に確保していることに加え
、消化器内視鏡においては販促活動の強化、外科内視鏡では、3D・4K内視鏡の豊
富な引き合いを着実に実績へと結びつけることで、現地通貨ベースの期初⽬標であ
るプラス6%〜7％（北⽶）の成⻑を達成する考えです。

 業績に関する説明は以上です。
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 最後に、第1四半期のその他のトピックスについてご説明いたします。
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 1点⽬は取締役会評価の実施と結果についてです。
 当社は昨年に引き続き、取締役会評価の結果をこの6⽉に公表しました。

 取締役会の構成や委員会運営、社外取締役に対する⽀援体制などについて、昨
年に引き続き⾼評価となりました。

 さらに、取締役会の運営状況や投資家・株主との関係など、昨年の評価が低か
った項⽬についても、中期経営計画の策定など、この１年間の取締役会での議
論を通じて⼤きく改善されました。取締役会の実効性が⼀段と⾼まったものと
認識しております。

 今後も、実効性のあるコーポレートガバナンス体制の継続に向けて、取り組ん
でいく考えです。
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 2点⽬はIFRSの任意適⽤です。

 当社は、資本市場における財務情報の⽐較可能性の向上および、経営管理の精
度向上とガバナンスの強化を⽬的として、2018年3⽉期から国際会計基準（
IFRS）を任意適⽤する予定としています。この第1四半期に外部公表をさせて
いただきました。

 なお、IFRS適⽤による16CSPの数値変更はこちらの通りです。
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 最後は、医療事業のBU別売上⾼の開⽰です。

 この第1四半期から16CSPの戦略に沿って、医療事業のBU別売上⾼を参考数
値として開⽰しております。

 16CSP初年度となる今期は、円⾼の進⾏等、急激な外部環境変化により、⼤
変厳しいスタートとなりました。しかしながら、経営陣⼀丸となり、これら
BU別の各事業戦略を遂⾏し、最終年度である2021年3⽉期の経営⽬標達成
に向け、しっかりと舵取りをしてまいりたいと思います。

 引き続きご⽀援のほどよろしくお願い申し上げます。

 私からの説明は以上です。
 ご清聴ありがとうございました。
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